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バス車内での転倒バス車内での転倒
●バスの発進時に手すりにしっかりとつかまっていなかった。

●次のバス停で降車するため、バスの走行中に出口に向かって移動

　していた。

などにより、バス車内で転倒する事故が多発しています。

転倒を防止するため、バスの発進時を含め、バスの走行中は、
　◎着席しましょう。
　◎立っている場合は、手すりなどにしっかりとつかまりましょう。

特に高齢者の方は、転倒しやすく、また、転倒すると骨折しやすいた
め、寝たきりの生活になる危険があります。このため、
　◎高齢者の方などは、転倒の危険性を認識して、着席等を心掛けま
　　しょう。
　◎周りの人達は、高齢者の方などに席やつかまりやすい場所を譲り
　　ましょう。
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１．乗合バスの車内での転倒事故により、多くの高齢者が重傷を負って
　　います

○平成21年の乗合バスの車内事故による重傷者数：９３名
○そのうち65歳以上の方が占める割合：８２．８％
○転倒して重傷を負った高齢者の多くは、手足が不自由になったり、寝たきりの生活にな
　ったりしています。

２．バスの走行中に席を立とうとしたり、手すりなどにしっかりとつか
　　まらずに立っていると、転倒の危険性が高まります

○バス運転者が気をつけて運転していても、やむを得ず急ブレーキを掛ける場合もあるの
　で、このような場合に対処できるようにする必要があります。
○高齢者の方などは、バスに乗車したら、必ず、着席するか、手すりなどにしっかりとつ
　かまって、転倒しないようにしましょう。
○周りの人達は、高齢者の方などに席やつかまりやすい場所を譲りましょう。

３．転倒しないためには、安定した履き物や、手が空くショルダーバッグ
　　などの使用を心掛けることも重要です

○バス車内で、しっかりと立てるよう、また、よろけた場合でも立ち直れるような履き物
　を使用しましょう。
○両手に荷物を持っていると、手すりなどにしっかりとつかまることができなくなります
　ので、荷物はショルダーバッグなどを使用して、手すりなどにしっかりとつかまれるよ
　うにしましょう。
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